
観
光
関
連
の
大
学
・
専
門
学
校

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
ホ
テ
ル
専
門
学
校

礼
節
を
重
ん
ず
る
教
育

専
門
学
校
日
本
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル

多
く
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
へ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル
＆
ホ
テ
ル
カ
レ
ッ
ジ

現
場
を
よ
く
知
る
講
師立

教
大
学

「
観
光
立
国
」を
創
造
す
る

北
海
道
大
学
大
学
院

（７） 第２８０３号第３種郵便物認可２０１５年（平成２７年）６月２７日（土曜日）

　
成
長
産
業
と
見
込
ま
れ
る
観
光

産
業
だ
が
、
有
望
な
若
者
の
活
躍

な
く
し
て
発
展
は
な
い
。
観
光
業

の
明
日
の
人
材
を
輩
出
す
る
大

学
、
専
門
学
校
を
紹
介
す
る
。

実
践
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
学
べ
る
少
人

数
ゼ
ミ

福
永
主
任
講
師

日本ホテルスクールの
校舎

立教大学の新座キャンパス

国
際
協
力
の
実
習
風
景
（
ペ
ル
ー

・
ア
マ
ゾ
ネ
ス
州
で
）

　
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
ホ
テ

ル
専
門
学
校
は
、
創
立

年

を
迎
え
る
日
本
で
初
め
て
開

校
し
た
ホ
テ
ル
専
門
学
校

だ
。
総
支
配
人
か
ら
サ
ー
ビ

ス
ス
タ
ッ
フ
ま
で
、
あ
ら
ゆ

る
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

卒
業
生
が
活
躍
し
、
ホ
テ
ル

・
旅
館
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
業
界

か
ら
の
信
頼
も
厚
い
。

　
「
ホ
テ
ル
専
攻
科
」
は
、

１
年
間
で
ホ
テ
ル
・
旅
館
の

経
営
者
と
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
中
心
に
幅
広
い
知
識
、

実
務
を
学
ぶ
同

校
独
自
の
専
門

学
科
だ
。
実
践

的
な
講
義
を
通

じ
、
将
来
経
営

に
携
わ
る
者
と

し
て
必
要
な
経

営
ス
キ
ル
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き

る
。

　
少
人
数
制
で

行
う
授
業
は
ゼ

ミ
形
式
。
時
に

は
調
査
実
務
と

し
て
、
在
校
生

や
卒
業
生
の
勤

務
先
で
あ
る
旅

館
を
訪
ね
て
サ
ー
ビ
ス
工
程

の
生
産
性
を
高
め
、
現
場
環

境
を
よ
り
効
率
化
す
る
た
め

の
改
善
案
を
議
論
す
る
。

　
ま
た
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
一
人
一
人
ア
イ
デ
ア

を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
起
業
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
立
案

し
、
事
業
収
支
・
投
資
回
収

計
画
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
企
画
提
案
力
も

身
に
つ
け
る
。

　
生
ま
れ
な
が
ら
の
後
継
者

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
舞

台
で
活
躍
し
た
い
人
た
ち
が

集
い
、
１
年
間
の
学
び
を
通

し
て
強
靭
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
つ
な
が
る
。
卒
業
し

た
後
継
者
た
ち
が
度
々
学
校

を
訪
れ
て
指
導
し
て
く
れ
る

の
で
、
先
輩
た
ち
と
の
交
流

も
図
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
年

代
を
超
え
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
築
け
る
の
も
、
長
い
歴
史

を
持
つ
同
校
な
ら
で
は
の
特

徴
だ
。

　
先
人
た
ち
が
守
っ
て
き
た

歴
史
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

の
決
意
と
責
任
を
明
確
に
す

る
た
め
の
自
信
を
深
め
る
場

と
し
て
、
こ
の
「
ホ
テ
ル
専

攻
科
」
は
存
在
す
る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ト
ラ
ベ
ル
＆
ホ
テ

ル
カ
レ
ッ
ジ
は
今
年
で

年

目
を
迎
え
た
専
門
学
校
。
観

光
業
界
に
広
く
人
材
を
輩
出

し
て
い
る
。

　
日
本
人
学
生
の
就
職
率
は


・
９
％
。

期
生
は
就
職

希
望
者
１
６
９
人
の
う
ち
１

６
０
人
が
観
光
業
界
に
就
職

し
た
。
そ
の
う
ち
の

名
は

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
へ
入
社
し

た
。

年
間
で
２
６
３
１
人

が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
へ
入
社

し
て
い
る
。
ま
た
、
１
年
生

の
「
総
合
旅
行
業
務
取
扱
管

理
者
資
格
」
の
合
格
率
は


・
４
％
と
全
国
平
均
の
２
・

３
倍
。
１
年
生
の
合
格
者
数

は

人
で
、
全
国
の
専
門
学

校
生
合
格
者
１
６
１
人
の
約

４
割
に
当
た
る
。

　
コ
ー
ス
は
昼
間
部
と
夜
間

部
に
分
か
れ
て
い
る
。
昼
間

部
に
は
、
主
に
旅
行
業
界
を

目
指
す
「
国
際
観
光
ビ
ジ
ネ

ス
科
」
、
ホ
テ
ル
・
ブ
ラ
イ

ダ
ル
業
界
を
目
指
す
「
国
際

ホ
テ
ル
科
」
、
留
学
生
を
対

象
と
し
た
「
国
際
観
光
ビ
ジ

ネ
ス
訪
日
科
」
を
設
置
。
夜

間
部
に
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー

プ
の
旅
行
関
連
部
門
や
ホ
テ

ル
で
昼
間
働
き
な
が
ら
夜
に

通
学
す
る
「
国
際

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
デ

ュ
ア
ル
科
」
と
、

大
学
や
短
大
と
の

ダ
ブ
ル
ス
ク
ー
ル

が
可
能
な
「
国
際

観
光
ビ
ジ
ネ
ス

科
」
が
あ
る
。

　
開
設

年
目
を

迎
え
た
国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

訪
日
科
の
学
生
は
２
学
年
合

計
で

人
全
員
が
海
外
か
ら

の
留
学
生
。
中
国
、
台
湾
、

韓
国
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、モ
ン
ゴ
ル
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ネ
パ
ー
ル
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
ロ
シ
ア

な
ど
ア
ジ
ア
を
中
心
に
各
国

か
ら
来
て
い
る
。

　
同
科
の
福
永
里
美
主
任
講

師
は
「
在
学
生
の
８
割
以
上

は
卒
業
後
、
日
本
で
観
光
関

係
の
仕
事
に
就
く
こ
と
を
希

望
し
て
い
る
」
と
話
す
。
帰

国
し
て
旅
行
会
社
や
ホ
テ
ル

で
日
本
人
観
光
客
に
応
対
す

る
仕
事
に
就
く
ケ
ー
ス
も
多

い
。

　
「
授
業
で
は
、
日
本
の
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、社
会
常
識
、

敬
語
、
お
も
て
な
し
の
心
な

ど
も
教
え
る
。
ま
た

年
の

東
京
五
輪
が
学
生
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

っ
て
い
る
」
（
同
講
師
）
。

急
増
す
る
訪
日
外
国
人
旅
行

客
受
け
入
れ
に
最
適
の
人
材

を
育
成
し
て
い
る
。

　
学
校
法
人
日
本
ホ
テ
ル
学

院
が
運
営
す
る
専
門
学
校
日

本
ホ
テ
ル
ス
ク
ー
ル
の
教
育

理
念
は
、
①
礼
と
節
を
重
ん

ず
る
人
間
の
育
成
②
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
精
神
の
体
得
と
実

践
③
理
論
と
実
技
の
一
体
化

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
④

国
際
的
視
野
に
立
脚
し
た
人

間
の
育
成
⑤
広
く
社
会
に
貢

献
す
る
人
間
の
育
成
―
の
五

つ
。
卒
業
生
は
ホ
テ
ル
・
ブ

ラ
イ
ダ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
業

界
で
幅
広
く
活
躍
し
、
企
業

か
ら
の
評
価
も
高
い
。
今
年

度
も
「
帝
国
ホ
テ
ル
」
や

「
ア
マ
ン
東
京
」な
ど
の
内
定

が
続
々
と
決
定
し
て
い
る
。

　
同
校
の
学
生
は
今
年
２
月

開
催
の
「
Ｈ
Ｒ
Ｓ
サ
ー
ビ
ス

コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
５
」
の

カ
レ
ッ
ジ
部
門
に
出
場
。
見

事
に
優
勝
し
、
３
連
覇
達
成

の
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
日
本
ホ

テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ

ス
技
能
協
会
が
毎
年
開
催
。

若
手
の
サ
ー
ビ
ス
パ
ー
ソ
ン

が
そ
の
技
能
を
競
い
合
う
も

の
で
、
同
校
か
ら
は
９
人
が

本
選
に
出
場
。
５
人
の
決
勝

進
出
者
の
う
ち
３
人
が
同
校

の
学
生
で
金
、
銀
賞
を
受
賞

し
た
。

　
同
校
の
教
育
シ
ス
テ
ム

は
、
欧
米
の
ホ
テ
ル
学
校
を

例
と
し
、
さ
ら
に
国
内
の
学

校
形
態
を
も
配
慮
。
独
自
の

教
育
体
系
を
形
成
し
て
い

る
。
ホ
テ
ル
業
界
の
現
業
部

門
で
の
技
能
と
知
識
を
習
得

す
る
た
め
に
、
サ
ー
ビ
ス
か

ら
経
営
ま
で
の
一
貫
し
た
教

育
を
実
施
し
て
い
る
。

　
英
語
教
育
に
も
力
を
入
れ

て
い
る
。
近
年
の
訪
日
外
国

人
客
の
急
増
に
伴
い
、
「
高

い
語
学
力
は
も
ち
ろ
ん
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
に
優

れ
た
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

る
」
と
同
校
。
言
葉
の
壁
を

越
え
世
界
と
日
本
を
つ
な
ぐ

「
お
も
て
な
し
」
の
プ
ロ
を

育
成
す
る
た
め
に
、
英
語
専

攻
科
は
授
業
全
体
の

％
以

上
で
英
語
を
取
り
入
れ
、
指

導
の
多
く
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス

ピ
ー
カ
ー
に
よ
る
も
の
。
外

資
系
ホ
テ
ル
の
総
支
配
人
や

在
日
海
外
大
使
に
よ
る
講
義

な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
特
別
授
業

も
行
わ
れ
、
訪
日
外
国
人
客

に
対
応
で
き
る
人
材
や
、
世

界
で
活
躍
で
き
る
ホ
テ
リ
エ

を
育
成
す
る
。

　
立
教
大
学
の
観
光
教
育
は

１
９
４
６
年
開
設
の
公
開
講

座
「
ホ
テ
ル
講
座
」
に
始
ま

る
。
１
９
９
８
年
、

年
余

り
の
歴
史
を
持
つ
「
社
会
学

部
観
光
学
科
」
を
改
組
発
展

さ
せ
、
日
本
初
の
「
観
光
学

部
」
を
開
設
。
同
時
に
、
我

が
国
で
は
数
少
な
い
「
博
士

（
観
光
学
）
」
を
授
与
す
る

こ
と
の
で
き
る
大
学
院
「
観

光
学
研
究
科
」を
設
置
し
た
。

　
観
光
学
部
は
現
在
、
「
観

光
学
科
」「
交
流
文
化
学
科
」

の
２
学
科
体
制
で
、「
ビ
ジ
ネ

ス
と
し
て
の
観
光
」「
地
域
社

会
に
お
け
る
観
光
（
観
光
地

計
画
）
」「
文
化
現
象
と
し
て

の
観
光
」
の
三
つ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
群
を
設
け
、
多
様
化
し

た
観
光
の
全
体
像
を
探
る
。

　
一
流
の
観
光
関
連
企
業
の

実
務
家
な
ど
〝
現
場
を
よ
く

知
る
講
師
〟
に
よ
る
授
業
も

特
徴
的
だ
。
時
代
に
必
要
と

さ
れ
る
「
観
光
の
頭
脳
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
２
学
科
が

両
輪
と
な
り
補
完
し
あ
う
こ

と
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

新
し
い
観
光
教
育
を
実
現
で

き
る
、
と
同
大
学
は
考
え
て

い
る
。

　
そ
の
他
、
海
外
提
携
大
学

と
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
や
、
観
光
学
部
独
自
の
国

際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か

し
、
海
外
か
ら
一
流
の
学
者

を
招
い
て
授
業
や
講
演
会
を

行
う
な
ど
、
日
常
的
に
国
際

的
な
空
気
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
自
由
選
抜

入
試
で
は
、
昨
年
度
か
ら

「
観
光
関
連
産
業
の

後
継
者
」
の
出
願
資

格
を
新
た
に
設
け

た
。

　
な
お
、
「
ホ
テ
ル

講
座
」
は
２
０
０
１

年
か
ら
「
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
講
座
」
と
改
称

し
、
約
３
カ
月
で


回
の
講
座
を
開
講
。
外
食
産

業
の
経
営
シ
ス
テ
ム
、
外
資

系
ホ
テ
ル
の
動
向
と
経
営
戦

略
、旅
館
経
営
の
課
題
な
ど
、

宿
泊
・
外
食
産
業
の
理
論
と

経
営
、
最
新
動
向
を
紹
介
し

て
い
る
。
そ
の
他
、
「
総
合

・
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理

者
試
験
」
の
た
め
の
準
備
講

座
「
旅
行
業
講
座
」
も
開
講

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
大
学
で
は
、
社

会
人
対
象
（
昼
夜
開
講
）
の

Ｍ
Ｂ
Ａ
型
大
学
院
「
ビ
ジ
ネ

ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科
」
も
設

置
し
て
い
る
。

　
北
海
道
大
学
（
札
幌
市
）

は
２
０
０
６
年
４
月
に
設
置

し
た
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン

タ
ー（
通
称「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
」、

西
山
徳
明
セ
ン
タ
ー
長
）
を

母
体
に
、

年
４
月
に
国
立

大
初
の
大
学
院
観
光
創
造
専

攻
（
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・

観
光
学
院
）
を
開
設
。
こ
れ

ま
で
７
期
１
０
７
人
の
修
士

課
程
修
了
者
と
６
人
の
博
士

号
取
得
者
を
輩
出
し
た
。

　
修
士
課
程
で
は
、「
価
値
共

創
」「
地
域
協
働
」「
国
際
貢

献
」
の
三
つ
の
専
門
能
力
の

育
成
を
掲
げ
、「
国
内
外
の
地

域
で
観
光
を
創
造
で
き
る
人

材
」を
養
成
、博
士
課
程
で

は
、
こ
の
観
光
創
造
を
通
じ

て
社
会
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
引
き
起
こ
す
新
た
な
実
践

研
究
者
を
養
成
し
て
い
る
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
は
北
海
道
の

豊
か
な
自
然
と
都
市
的
利
便

性
に
恵
ま
れ
、
学
生
た
ち
は

闊
達
自
在
に
観
光
創
造
研
究

に
取
り
組
む
。

　
特
に
社
会
人
の
学

び
直
し
に
魅
力
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
フ

ィ
ー
ル
ド
科
目
、
働

き
な
が
ら
履
修
可
能

な
夜
間
・
週
末
開
講

な
ど
、
学
び
た
い
誰

に
と
っ
て
も
理
想
的
な
学
習

・
研
究
環
境
が
用
意
さ
れ
て

い
る
。

　
研
究
テ
ー
マ
も
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
や
遺
産
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
究
、
先
端
的
な
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
観
光
目
的
地
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
組
織
）
研
究
や
ア
ニ
メ
聖

地
巡
礼
で
注
目
さ
れ
る
コ
ン

テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
始

め
、
北
米
、
欧
州
、
中
国
の

観
光
文
化
論
や
国
際
言
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
ま

で
、
従
来
の
観
光
研
究
の
概

念
を
超
え
た
多
岐
に
わ
た
る

研
究
を
展
開
し
て
い
る
。

　
現
在
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
は
、
こ
れ

ら
研
究
成
果
の
実
践
と
し

て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
や
Ｊ
Ｒ
北

海
道
か
ら
の
寄
付
講
座
や
、

札
幌
市
、
美
瑛
町
、
白
川
村

な
ど
の
道
内
外
自
治
体
等
と

の
包
括
連
携
に
基
づ
き
、
地

域
課
題
の
実
地
に
お
け
る
解

決
（
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
）

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
さ

ら
に

年
度
か
ら
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
関
）
の

Ｏ
Ｄ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
受

託
し
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ヨ
ル

ダ
ン
、ペ
ル
ー
、フ
ィ
ジ
ー
、

ジ
ン
バ
ブ
エ
等
で
観
光
開
発

国
際
協
力
分
野
の
技
術
移
転

も
実
施
し
て
い
る
。

　
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｓ
は
今
年
、
日
本

の
大
学
と
し
て
初
め
て
の
国

連
世
界
観
光
機
構
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ

Ｔ
Ｏ
）
加
盟
が
決
ま
っ
て
い

る
（
二
つ
の
他
大
学
と
同
時

加
盟
）
。

http://hotel.ymsch.jp/
http://www.jhs.ac.jp/
http://www.jtb-college.ac.jp/
http://www.imc.hokudai.ac.jp/imcts/tourism/
http://www.rikkyo.ac.jp/

